
第４部 ５疾病、５事業、在宅医療の医療提供体制の構築（第４章 糖尿病） 

 

（平成２６年３月現在） 

医療機関名 所在地 医療機関名 所在地

福井県済生会病院 福井市 福井県立病院 福井市

福井赤十字病院 福井市 藤田記念病院 福井市

大滝病院 福井市 福井厚生病院 福井市

木村病院 あわら市 春江病院 坂井市

宮崎病院 坂井市 福井大学医学部附属病院 永平寺町

奥越 広瀬病院 大野市 福井社会保険病院 勝山市

丹南 公立丹南病院 鯖江市 広瀬病院 鯖江市

市立敦賀病院 敦賀市 国立病院機構福井病院 敦賀市

公立小浜病院 小浜市

福井・
　坂井

嶺南
 

 

エ 慢性合併症治療（透析治療や、眼・口・足の治療） 

血糖値が高い状態（高血糖）が続くと、全身に様々な合併症が起こってきます。

知らない間に病気が進み、気づいたときにはかなり進行しているという場合も珍

しくなく、命に関わる病気が起こる場合があります。 

このような合併症の悪化を防ぐために入院または通院し、人工透析や眼・口・

足の専門的な治療を行う必要があります。 

 

◆慢性合併症治療を行う医療機関に求められる事項は以下のとおりです。 

○【糖尿病腎症】１ 

・腎不全患者を人工透析中であること。 

○【糖尿病網膜症】２ 

 ・日本眼科学会が認定する眼科専門医が在籍（常勤または非常勤）すること。 

 ・光凝固療法が自院で実施可能であること。 

 ・蛍光眼底造影検査、硝子体手術が自院または他院と連携して実施可能であ

ること。 

○【糖尿病足病変】３ 

 ・適切なフットケア（軽症病変の治療、足の手入れ方法の指導など）を実施

可能であること。 

 ・糖尿病壊疽など重症度に応じた適切な治療を実施可能であること。 

○【歯周病】 

・日本糖尿病協会歯科医師登録医が在籍（常勤または非常勤）すること、ま

たは症状に応じて適切な治療を実施できる歯科医療機関であること。 

○他の医療機関との連携を図っていること。 

 

                         
１ 糖尿病腎症とは、高血糖により血液をろ過する糸球体に負担がかかり、腎臓の機能が低下する病気です。 

２ 糖尿病網膜症とは、高血糖により網膜の血管に負担がかかり、そのため網膜に酸素や栄養が不足し、眼底出血や硝子体出血などの症

状を引き起こす病気で、失明などの視覚障害に至る主な原因の一つです。 

３ 糖尿病足病変とは、高血糖により末梢の神経線維が障害され、変性、脱落するために起こる足の裏や指の病変です。進行すると感覚

が麻痺し、足に傷などができても気づきにくくなる結果、処置が遅れ、潰瘍や壊疽を引き起こすことがあります。 

 


